
品目：肥育素牛（肉用子牛）

◎周年親子放牧の導入に必要な要素技術を見える化
これまで、経験と勘に頼ってきた放牧飼養において、①
営農開始から約10年後までの経営内容を試算できる“周年
親子放牧導入支援システム”、②放牧地での牧草等の作付
け計画立案を支援する“牧草作付け計画支援システム”、
③放牧牛の体重変化を見える化する“放牧牛自動体重計測
システム”等を導入し、数値データ等に基づく生産管理を
実現。①と②のシステムは無償で利用可能（関連情報）。

農業人口の減少に伴う耕作放棄地対策や和牛の増産が政
策課題である。その方策の一つとして、肉用繁殖雌牛の放
牧があげられる。しかし、従来の放牧は季節限定かつ親子
分離飼育等による飼養形態のため、生産コストや労力の低
減には限界があった。

◎子牛生産費を4割程度削減し、舎飼牛と遜色ない
子牛生産を実現

舎飼い方式に比べ生産コスト（労働費＋物財費）を4割程
度削減し、舎飼いと同等の市場評価の子牛（9ヶ月齢で体
重280kg）が生産可能。放牧期間延長や親子放牧により
輸入乾草購入量を減じ、国産飼料利用率を向上。

●周年親子放牧技術体系の概略

周年親子放牧は繁殖牛と子牛を通年で放
牧飼養する方式である。これまでの経験と
勘に頼った放牧において数値に基づいた生
産管理技術を導入し、省力化・低コスト化
と同時に、一般的な飼養形態（舎飼い）と
遜色ない肥育素牛の生産を可能にする新た
な技術体系である。

肥育素牛を省力・低コストで
生産できる周年親子放牧技術体系

効果

その他（価格帯、研究開発・改良、普及の状況）

導入の留意点

関連情報

・耕作放棄地等の放牧利用にあたっては、土地の確保等に
ついて、地域や行政機関等への相談や調整が必要。

・周年親子放牧導入マニュアル (令和3年)

●普及の状況：周年親子放牧導入マニュアル集や関連シス
テムのアプリケーションにより普及活動を展開中。

●価格帯：放牧牛自動体重計測システムの導入コストは約
230万円（税込、飲水槽費および設置工事費を除く）。

●適応地域：関東以南の耕作放棄地等。

No.1701

牛ID                    No1701

首輪ID                   0049  

体重 75kg

補助飼料必要量 2kg
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自動体重計測システム

体重表示機

首輪IDタグ

ロードセルバー

水飲み場

Wi-fi

IDタグ対応体重計システム

マイコンボード

280kg

ソーラー給電システム

ソーラーパネル

IDアンテナ

放牧地から子牛が
水を飲みに来る

放牧でも精密飼養管理を実現！
③放牧牛自動体重計測システム

牧柵整備計画

②牧草作付け計画支援システム

営農計画

営農計画の立案
①周年親子放牧導入支援システム

省力化と高生産性を同時に実現する周年親子放牧技術体系

飲水の安定供給技術 健全な子牛育成技術

その他
（脱輸入）

実証/市販化 

有機農業温室効果ガス 農薬 肥料

生産

技術の概要

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/140413.html
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